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料を作成するため、水剤、油剤、重合開始剤及び架橋剤 (N，N'-methylene bis acrylamide)を混
合し、 NIPAゲ、ルの架橋重合を行った。試料調製温度は 200 Cとし、マイクロエマルション微粒子
が 10%及び20%の2種類の濃度となるように試料を準備した。 SANS測定は日本原子力研究所改
造3号炉に設置された SANS-Uを用いて行い、測定波数領域が0.008:; q :;0.09A-1、測定温度
が 1.5'" 3.5 0 Cと変化させて小角散乱プロファイルの温度変化を観測した。
図lに目視観察によって得られた C12ES/水/オクタン系の相図を示す。横軸は油十活性剤濃度ゆ
を表す。低温では、 oil-in-waterdroplet構造を形成するが、温度上昇に伴い、 lamellar構造へと
転移する。また、 NIPAゲ、ルは低温で、は水を取り込んだ膨潤相にあるが、温度上昇によって 340C 
付近で、収縮相へと体積相転移を示す。通常、 200 Cで調製した NIPAゲ、ルは透明だ、が、今回調製し
たマイクロエマルションを取り込んだ NIPAゲルは白濁した。これは、ゲ、ル中にマイクロエマル
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が、 NIPAゲ、ルの体積相転移温度 (340C)より高温では、ゲルは収縮し通常の NIPAゲルと同様
に内部に取り込んだ溶媒を吐き出した。従って、 NIPAゲ、ルの体積相転移に対するマイクロエマル
ション微粒子の影響は小さい。また、吐き出された溶媒は薄く白濁しており、試料調製の重合過
程により活性剤や油分子が重合されず、低温ではマイクロエマルション微粒子がゲル中に閉じ込
められた構造を形成していることがわかる。
図2には 20%マイクロエマルション十NIPAゲルから得られた SANSプロファイルの温度依存
性を示す。低温では、 qrv 0.04A-1付近に油ドメイン聞の相関に由来するピークが見られた。こ
れは、 NIPAゲ、ルの高分子網目中にマイクロエマルション微粒子がおよそ 150Aの構造周期を持っ
てトラップされていることを示している。温度上昇に伴い 260 Cにおいて、小角側のピークはな
くなり、 qrv 0.06A-1付近に新たなピークが見られる高温相へと変化した。その中間温度では、共
存相が見られた。このことから、 NIPAゲ、ル中にトラップされた油ドメイン周期が温度上昇に伴
い、 150Aから 100Aに不連続に変化したことがわかる。この構造変化は温度変化に対して可逆で
あった。更に高温にし、ゲルの体積相転移温度を超えると、内部に取り込まれたマイクロエマル
ションはゲ、ル外部に吐き出され、散乱関数からは特徴的な周期構造がなくなったことが明確であ
るD 図1のマイクロエマルションの相図との対照により、低温相は oil-in-waterdroplet構造がゲ
ル中にトラップされた構造であるが、温度上昇に伴い lamellar構造へと構造変化が起こったこと
が考えられる。また、 NIPAポリマー溶液中で、のマイクロエマルションの構造変化はゲ、ルの場合と
ほぼ同様に観測された。従って、マイクロエマルションの構造変化に対して、高分子の化学架橋
の有無はあまり影響しておらず、高粘度の媒体中での構造変化過程を観測したものと考えられるo
その原因としては、架橋密度が低いこと、マイクロエマルシヨン微粒子が小さいこと、ゲ、ルの網
目形成が不完全であること等が考えられる。講演では、今回の実験結果について紹介する。
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